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日本古代の金石文に関する文献 目録稿
吉 村 武 彦
1.本 目録稿は,銘 文を有する
a東 大寺山古墳出土 「中平」銘大刀
b石 上神宮所蔵七支刀
c稲 荷台1号 墳出土 「王賜」銘鉄剣
d稲 荷山古墳出土 「辛亥」銘鉄剣
e江 田船山古墳出土大刀
f隅 田八幡神社所蔵人物画像鏡
g岡 田山1号 墳出土大刀
h箕 谷2号 墳出土大刀
に関する主要な研究文献を,研 究者別(あ いうえお順)に 集成したもの
である。編者は文献史学(文 字情報史学)を 専攻 しているので,考 古学
文献については編者の関心の範囲をでていない。
いずれ補訂を加えて,よ り完全 な文献 目録に近づけたいと考えている。
2.目 録稿の集成にあたり,各 種の文献目録を参照 したが,そ の一々の名
は記さなかった。
3.漢 字表記の外国人のよみ方は,検 索の便宜を考え,日 本風のよみにし
たがった。
4.そ の他,推 して知られたい。
5.本 目録稿は,吉 村武彦 『氏 ・姓の成立に関する研究と文献データベー
スの作成』(平 成5年 度 科学研究費補助金(一 般研究C)研 究成果報
(73)
告書,1994年3月,明 治大学)所 載の 「金石文資料に関する文献 目録」
に改訂を加えたものである。
(明治大学文学部教授)
(74)
執筆著名 年 月 論 文 名 収 録 書 名 備 考
愛 甲昇寛他1974-08「 紀伊国金石文集成」 青陽社
青木和夫他1978-10鉄 剣が明かす古代の暗部 朝 日ジャーナル20-41
穴沢 味光1984出 雲岡田山古墳 出土刀銘私考 潮流2
穴沢 ・馬 目1976-12船 山古墳出土品の年代 と系譜 日本 の中の朝鮮文化32
阿部 武彦1960-08「 氏姓」 至文堂
阿部 武彦1984-05古 代人の名 と尊称 「日本 古代 の氏族 と祭
祀」
甘粕 健1970-06武 蔵国造の反乱 「古代の日本」7
甘粕 健1976-1(三 千塚古墳群 に関する覚え書 「北武 蔵考古学資料図
鑑」
甘粕 健1978-12武 蔵 と毛野 との関係 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
甘粕 健1979-01ヤ マ ト政権 と東国の古墳 「鉄剣の謎 と古代 日本」
V甘 粕 健1979-11古 墳の展 開と関東の地域政権 新潟史学12
包 甘粕 健1989-10地 域性の展開 と政治過程 考古学研究142
甘粕 健他1958-03武 蔵の争乱 と屯倉の設置 「横浜市史」1
甘粕 健他1979-05五 、六世紀の 日本 と稲荷 山古墳 歴史公論5-5
甘粕 健他1982-02「 シンポジウム 古代東国と大和政権」 新人物往来社
天野 幸弘1984-03岡 田山一号墳 「日本 の遺跡発掘物語」
7
荒竹 清光1979-04稲 荷 山古墳 と鉄剣をめ ぐる疑問 東アジアの古代文化19
有坂 隆道1977-11稲 荷 山古墳の鉄剣 毎 日新聞11-20
有坂 隆道1978-11埼 玉稲荷山古墳 出土鉄剣銘試論 古代史の研究1
有坂 隆道1982-04埼 玉稲荷山古墳 出土鉄剣銘の「七月中」 「古代史 を解 くカギ」 横 田編81-4
有坂 隆道1982-12稲 荷山古墳 出土鉄剣銘 歴史書通信39
飯島 春敬1975-04隅 田八幡人物画像鏡銘 「書道辞典」 東京堂
飯塚 卓二1986-03埼 玉古墳群の出現 と毛野地域政権 群馬埋文研究紀要3
池田 道也1984-05江 田船山古墳の鉄刀 歴史と旅11-6
池田 満雄1984-04岡 田山1号 墳の発掘 と保存の足跡 島根考古学会誌1
池田 満雄1986-10古 代 出雲 ・隠岐の社会組織 に関する考察'「 山陰考古学の諸問題」
石井 昌国1970-12出 土刀 「新版考古学講座」7
石井 昌国1984-08古 代刀のうつ りかわ り 「歴史への招待」31NHK同89-4
石井 昌国1984-12七 支刀の謎 「鉄の文化史」
石井 昌国他1984-08ハ イテクで挑む古代史 「歴史への招待」31NHK同89-4
石野 博信1990-03「 古墳時代史」 雄山閣出版
泉森 咬1985-06刀 剣の出土状態の検討 「末永米寿 論文集」乾
泉森 鮫他1981-06東 高野街道 と考古学 環境文化51
石上神宮1929-12「 石上神宮宝物誌」 石上神宮 大場磐雄著
市毛 勲1974-03前 方後円墳 における長方形周溝 について 古代学研究71
市毛 勲1980-10人 物埴輪 における目と口の様式 的研究 「古代探叢」1
市毛 勲1985-03埼 玉稲荷山古墳 出土の人物埴輪 について 早実 研究紀要19
市毛 勲1985-12人 物埴輪 における隊 と列の形成 「古代探叢」2
市毛 勲1987-02古 代埼玉における顔面赤彩色 「埼玉の考古学」
V井 手 至1980-01黎 明期 の漢字使用 「ゼ ミナール 日本古代
ゆ
一 史」下
伊藤 循1989-09「 王賜」銘鉄剣 をめぐる基礎的考察 千葉史学15
伊藤 博:1986-09初 期万葉 と漢文学 「倭漢比較文学叢書」2
稲生典太郎1976-11彷 製鏡の擬錦帯 と擬文字 「江上古稀 論集」
稲田 晃1979-04,稲 荷山古墳の年代をめ ぐって 歴史手帖7-4,6
6
稲田 晃1979-05稲 荷山古墳の年代をめ ぐる考古的概見 歴史公論5-5
犬飼 隆1992-09漢 字が入って きたころの日本語 と漢字 の受容 しにか3-9
井上 辰雄1971-01大 王か ら天皇へ 「古代の 日本」1
井上 辰雄1979-04関 東と北九州の古代豪族 東アジアの古代文化19
井上 秀雄1978-10新 発見の鉄剣銘文に思 う 朝 日新聞10-17
井上 秀雄1979-01朝 鮮金石文 との関係か ら 歴史 と人物89
井上 秀雄1979-02鉄 剣銘文 と朝鮮金石文 を比較する 「鉄剣文字 は語 る」
井上1秀 雄1983-03埼 玉稲荷山古墳出土鉄剣の金象嵌銘文の字形 に 東北大 日文研 報告19井 上93-10
関する一考察
井上 秀雄1983-03朝 鮮 ・中国金石文 と辛亥銘鉄剣 「シ ンポ ジウム辛亥銘
鉄剣 と金石文」
井上 秀雄1993-10「 古代東アジアの文化交流」 渓水社
井上 光貞1956-12帝 紀か らみた葛城氏 「古事記大成」4著 作集1
井上 光貞1960-04「 日本国家 の起源」 岩波新書
井上 光貞1978-10稲 荷山古墳出土の鉄剣銘文について 読売新聞10-3読 売新78-12
井上 光貞1978-12鉄 剣の銘文 諸君10-12著 作集5
井上 光貞1979-04古 典的世界の遡源 ファイナ ンス15-1
井上 光貞1979-12稲 荷山鉄剣 と古代史学 』 史学雑誌88-12著 作集5
井上 光貞1980-01稲 荷山鉄剣の銘文 について 東方学59
井上 光貞1980-04古 事記 と稲荷 山鉄剣 文学48-4著 作集5
井上 光貞1980-08稲 荷山鉄剣の問題 「日本古代史」 旺文社
q井 上 光貞1980-09雄 略朝 における王権 と東アジア 「東 ア ジア世界 におけ 著作集5ヨ
_る 日本古代史講座」4
井上 光貞1981-03鉄 刀 に刻 まれた古代 日本 「NHK文 化講演会」4
井上 光貞1982-06日 本国家の成立 経団連 クラブ会報158
井上 光貞1982-09序 論にかえて 「東 ア ジア世界 にお け 著作集5
る日本古代史講座」6
井上 光貞1983-Ol一 稲荷山鉄剣銘文考 歴史 と人物141,143,著 作集5
3144
井上光貞他1964-09古 代における皇帝観(1)「 古代史講座」10
井上光貞他1979-01鉄 剣の謎 と古代 日本 ・ 「鉄剣の謎 と古代 日本」
今井 啓一1962-12閑 中費直考 日本歴史175
今井 啓一1969-10石 上神宮の七支刀 「日本 と世界の歴史」1
今井 尭他'1982-02「 シンポジウム 古代東国 と大和政権」 新人物往来社
井本 英一1979杖 刀人 えとのす12
井本 進1950-Oi隅 田八幡宮画像鐘銘の解読 日本歴史26
岩崎 卓也1988-07古 墳の変革:東 アジアの古代文化56
岩崎 卓也1988-10古 墳追究への一視角 「前方後円墳の時代」
岩佐 文子1947-04岡 田山古墳 島根考古4
上田 正昭1966-12文 字 と金石文 「日本の考古学」5
上田 正昭.1967-0]「 大和朝廷」 角川書店 選書72-11
上田 正昭1971-03石 上神宮 と七支刀 日本の中の朝鮮文化9
上田 正昭1971-05「 論集 日本文化の起源」2解 説 「論集日本文化の起源」
2
上田 正昭1973-05古 代史学 と朝鮮 世界330
上田 正昭1973-12日 本の歴史2「 大王の世紀」 小学館
上田 正昭1976-02「 倭国の世界」 講談社現代新書
上田 正昭1978-10稲 荷山古墳 銘文解読め ぐる課題 読売新聞10-11読 売新78-12
上田 正昭1985-12四 ・五世紀の日朝 関係 ,「 シンポジウム 好太王
碑」
上田 正昭1991-05古 代史 と辛亥銘鉄剣'「 古代 の日本 と東 アジ
欝 ア」
き 上田 正昭1991-10古 代 日朝関係史の問題点 「朝鮮史研究会論文集」
29
請田 正幸1990-12任 那 日本府は存在 したのか 「争点日本の歴史」2
臼杵 勲他1986-03江 田船山古墳象嵌銘鉄刀の製作年代 考古学研究32-4
菟田 俊彦1974-12倭 王 旨の撰定 と天孫本紀 、 国学院雑誌75-12
菟田 俊彦1993-09杖 刀考 季刊 ぐんしょ20
層目 ・穴沢1976-12船 山古墳出土品の年代 と系譜 日本の中の朝鮮文化32
梅原 末治1918-12江 田村船山古墳 「熊本県史蹟調査報告」
1
梅原 末治1922-05玉 名郡江田村船山古墳調査報告 「熊本県史蹟名勝天然 江田80-8
記念物調査報告」1
梅原 末治1923-11出 雲国八束郡岡田山古墳調査報告 中央史壇44・45島 根教87-3
梅原 末治1962-03日 本出土の中国の古鏡 考古学雑誌47-4
梅原 末治1962-09奈 良県櫟本東大寺古墳出土の漢中平年記の鉄刀 考古学雑誌48-2
梅原 末治1962-11日 本出土の漢中平の紀年太刀 大和文化研究7-11
梅原 末治1973-01肥 後江田船山古墳 と筑後岩戸 山古墳に遺存の石 史　 と美術43-1
造品
江上 波夫1983-03金 石文 としての鉄剣銘 「シンポジウム辛亥銘
鉄剣 と金石文」
江田船 山古1980-08.「江 田船山古墳」 菊水町
墳編集委員
会
江田船山古1989-03「 復刻増補 江田船山古墳」 菊水町
墳編集委員
会
遠藤 順昭1990-03推 古紀堅塩媛改葬の記事 について 「日本書紀研究」17
遠藤1Q頁 昭1991-03丙 子楓林剣 と七星剣 について 「日本文化史論集」
王 土倫1991-10中 国漢 ・六朝の銀鏡銘文 古代学研究126
近江かおる1986-03江 田船山古墳象嵌銘鉄刀の製作年代 考古学研究32-4
禽 他
ε 近江 昌司1979-02東 大寺 山古墳 「世界考古学事典」上
大 阪 泉 北1984-02「 記された世界」 大阪府立泉北考古資料
考古資料館 館
太田浩二他1986-03江 田船山古墳象嵌銘鉄刀の製作年代 考古学研究32-4
大谷 光男1981-03漢 委奴国王印 と中平紀年銘大刀 「東 アジア世界 におけ
る日本古代史講座」3
大塚 初重1959-11大 和政権の形成 「世界考古学大系」3
大塚 初重1970-06東 国古墳の成立.「 古代 の日本」7
大塚 初重1979-01東 国古墳文化の中の稲荷山古墳 歴史 と人物89大 塚86-6
大塚 初:重1980-01東 国の古墳 「ゼ ミナール 日本古代
史」下
大塚 初重1980-06埼 玉古墳群への道 「稲荷 山古墳 と埼玉古
墳群」
大塚 初重1980-06埼 玉古墳群の謎をさぐる 「稲荷 山古墳 と埼玉古
墳群」
大塚 初重1983-03稲 荷山古墳をめぐる考古学上の問題点 「シ ンポジウム辛亥銘
鉄剣 と金石文」
大塚 初重1983-11辛 亥銘鉄剣 を出土 した稲荷山古墳の年代 につい 「日本古代史論苑」
て
大塚 初重1986-06「 東国の古墳文化」 六典出版
大塚 初重1988-07「 王賜」銘鉄剣 と木製品をめ ぐって 東アジアの古代文化56
大塚 初重1988-10房 総の古墳 と国造 「「王賜」銘鉄剣」 千葉 日報社
大塚 初重1989-06房 総の古墳 と古代豪族 「関東の古代社会」
大塚 初重1989-09「 王賜」銘鉄剣の意味するもの'千 葉史学15
大塚 初重1989-09江 田船山古墳 「日本古墳大辞典」
大塚 初重1991-05稲 荷 山鉄剣銘文か ら何が読み とれるか?「 古代 日本七つの謎」 文春文庫
大塚初重他1971-09謎 はどう解明されるか 歴史 と人物89
大塚初重他1979-01一 一五文字は何 を語 るか 歴史読本 金井塚89一?
大塚初重他1979-01再 構成せ まられる古代史像 赤旗 評論特集版92
8大 塚初重他1980-OE「 稲荷山古墳 と埼玉古墳群」 三一書房0大 塚初重他1982-02「 シンポジウム 古代東国と大和政権」 新人物往来社
大塚初重他1988-10古 代東国への光 「「王賜」銘鉄剣」 千葉 日報社
大塚 実 ユ980-06武 蔵地方の古墳概観 「稲荷 山古墳 と埼 玉古
墳群」
大野 雲外1897-01日 本古墳紋様考 東京人類学雑誌130
大野 晋1978-09鉄 剣が語 る日本古代史 ・ 読売新 聞9-30読 売新78-1c
大野 晋1978-10稲 荷 山古墳鉄剣銘文で再論 読売新聞10-17読 売新78-12
大野 晋1978-12鉄 剣銘文 を読 む 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
大野 晋1978-12鉄 剣銘文百十五文字か らみた日本語の源流 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
大野 晋1979-12鉄 剣の銘文 私はこう読 む 諸君11-12
・大野 晋他1978-10鉄 剣が明かす古代 の暗部 朝 日ジャーナル20-41
大野 晋他1979-01鉄 剣の謎 と古代 日本 「鉄剣の謎 と古代 日本」
大場 磐雄1929-12「 石上神宮宝物誌」 石上神宮 復刊80-6
大場 磐雄1969-02金 石学的研究 日本 「新版考古学講座」2
大場 磐雄1972-09金 石文研究 とその課題 日本歴史292
大場 磐雄1975-07薬 石雑筆 「大場磐雄著作集」6
大橋 信弥1990-12継 体朝は新 しい王朝か 「争点 日本の歴史」2
大村 進1979-05稲 荷山古墳 と辛亥鉄剣銘文 歴史教育2
大村 進1981-01辛 亥銘鉄剣をめ ぐる諸問題 八潮市史研究3
大村 敬通1984-12兵 庫県箕谷古墳群 月刊文化財255
岡 幸二郎1987-12七 支刀銘字 について 「東 アジアと日本」考 ・
美
岡崎 敬1965-11漢 ・魏 ・晋の「尚方」とその新資料 東方学31
岡崎 敬1966-06三 世紀 より七世紀の大陸における国際関係 と日 「日本の考古学」4
本
岡崎 敬1971-10日 本の古代金石文 「古代の 日本」9
岡崎 晋明1988-10奈 良時代以前 の埴輪 ・土器・瓦 などに記 された文 「橿原考古学研究所論
字 集」9
岡田 英弘1976-12「 倭国の時代」 文芸春秋
芭 岡田秀弥他1984-08鉄 剣か ら知る古代 「歴史へ の招待」31NHK同89-4
_岡 田 芳朗1989-10古 代の記録 としての金石文 「日本歴 史「古記録」総
覧」
岡本 健一1984-09出 雲 ・岡田山古墳鉄刀銘文発見の意義 歴史 と人物159
岡本 健一1984-07埼 玉県稲荷 山古墳 「日本の遺跡発掘物語」
5
岡本 健一1984-09江 田船山古墳 「日本の遺跡発掘物語」
7
岡安光彦他1986-03江 田船山古墳象嵌銘鉄刀の製作年代 考古学研究32-4
岡山県立博1993-01「 日本の刀」 岡山県立博物館
小 川 環樹1980-06稲 荷山古墳の鉄剣銘 と太安万侶の墓誌の漢文に 京都産大国際言語研所
おけるKoreanismに ついて 報1-3
小川 良祐1979-09埼 玉県行田市稲荷山古墳出土辛亥年鋳金象嵌鉄 考古学雑誌65-2
剣の象嵌 について
小川 良祐1980-06画 文帯環状乳神獣鏡 「稲荷 山古墳 と埼玉古
墳群」
小川 良祐1980-06有 銘鉄剣発見記 「稲荷 山古墳 と埼 玉古
墳群」
小川 良祐1980-Q6金 象嵌銘鉄剣の象嵌技術 「稲荷 山古墳 と埼 玉古
墳群」
奥田 尚1983-12五 世紀代二人物の実在性について 追手門大文紀要17
奥村 邦彦1983-06「 まぼろし紀行」 毎 日新 聞社
長田 夏樹1980-06借 音仮名か らみた稲荷 山鉄剣銘 京都 産大 国 際言 語研
所報1-3
長 田 夏樹1980-10,日 朝両国漢文訓読探源 朝鮮学報97,99・100
・81-7
小 田 洋1971-12江 田船 山古墳出土の大刀銘、隅田八幡宮鐘銘の 鹿児島考古5
解釈
小 田富士雄1982-03江 田船 山古墳 と九州 ・朝鮮半島の古墳文化 「シンポジウム 江田船 菊水町82-3
山古墳」
冨 小 田富士雄1983-05「 江田船山古墳 出土彷製鏡の異同について 肥後考古3N小 田富士雄1993-09後 期古墳文化 と日韓交渉 「藤 ノ木古墳 の全貌」
乙益 重隆1954-05「 肥後上代文化史」 日本談義社
乙益 重隆1955-12肥 後 における平安以前銘の金石文 熊本史学8
乙益 重隆1965-03隅 田八幡神社画像鏡銘文の一解釈 考古学研究11-4
乙益 重隆1965-05船 山古墳出土遺物の国宝指定によせて 日本談義174
乙益 重隆1973-09船 山古墳 「日本古代遺跡便覧」 社会思想社
乙益 重隆1979-05江 田船 山古墳 と銀象嵌銘大刀 歴史公論5-5
乙益 重隆1980-08江 田船 山古墳 と出土遺物 「江 田船 山古墳」
乙益 重隆1982-03江 田船 山古墳の発見 と研究の歴史 「シンポジウム 江田船 菊水町82-3
山古墳」
乙益 重隆1984-03江 田船 山古墳の出土遺物 韓国文化6-3
乙益重 隆他1979-Ol,シ ンポジウム稲荷山古墳 出土鉄剣銘をめ ぐって 国学院大学学報234,
2236
小野山 節1992-11江 田船 山古墳 「日本史大事典」1
角林 文雄1972-03日 本古代の君主の称号 について 日本史論叢1
角林 文雄1978-09天 皇号論 ヒス トリア80
角林 文雄1979-07「 大王」号説批判 続 目本紀研究203
角林 文雄1980-12大 宝令前の文書用語に関す る二 ・三の考察 続 目本紀研究212
角林 文雄1989-06「 日本古代の政治 と経済」 吉川弘文館
笠井 倭人1971-01加 不霊費直の系譜 について 一「日本書紀研究」5
笠野 毅1987-02鏡 鑑銘 季刊考古学18
笠野 毅1992-Ol隅 田八幡宮画像鏡の銘文 考古学ジャーナル328
橿原考古研1993-04「 吉野 ・紀 ノ川悠久の流れ」 橿原考古学研究所
橿原考古研1993-10「 聖徳太子の時代」 橿原考古学研究所
粕谷 興起1981-03江 田船 山大刀銘 と稲荷山鉄剣銘の もう一つの共 史料34
通点
勝部 昭1964-03岡 田山一号墳出土の内行花文鏡 について 菅田考古4
勝部 昭1984-04岡 田山一号墳の大刀 島根考古学会誌1
加藤 晃1972-07我 が国における姓の成立について 「続 日本古代史論集」上
8加 藤 晃1984-12日 本の姓氏 「東 ア ジア世界 にお けWる 日本古代史講座
」10
加藤 諄1954-12金 石文について 「書道全集」9平 凡社
香取 秀真1932-10「 日本金工史」 雄山閣 覆刻版82-2
門脇 禎二1971-09ま ず地域史から考 える 歴史 と人物89
門脇 禎二-1978-12鉄 剣銘文 を読 む 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
門脇 禎二1985-10出 土刀銘 と日本海文化 「古代 日本海文化の源
流 と発達」
門脇 禎二1986-09銘 文鉄刀の発見 と古代但馬 「日本海域の古代史」
門脇禎二他1979-01再 構成せまられ る古代史像 赤旗 評論特集版92
門脇禎二他1984-05・ 岡田山古墳出土 鉄刀銘文の謎を語る 歴史 と旅11-6・7
6
門脇 俊彦1975-03岡 田山古墳群 「八 雲立つ風土記の丘
周辺の文化財」
門脇 俊彦1982-07岡 田山1号 墳 「島根県大百科事典」
金井塚良一1978-12「 吉見百穴横穴墓群の研究」 校倉書房
金井塚良一1978-12武 蔵国造の争乱伝承 と埼玉古墳群 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
金井塚良一1979-01稲 荷山古墳の築造時期 歴史 と人物89金 井塚80-11
金井塚良一1979-02稲 荷山古墳出土辛亥鉄剣 をめ ぐって 高校通信東書国語182金 井塚80-11
金井塚良一1979-03辛 亥銘鉄剣 をめ ぐって 埼玉民衆史研究5
金井塚良一1979-05野 本将軍塚古墳の謎 歴史読本24-6
金井塚良一1979-06稲 荷山古墳 と武蔵国造の争乱 歴史 と人物94金 井塚80-11
金井塚良一1980-04埼 玉古墳群の形成 文学48-4金 井塚80-11
金井塚良一1980-11「 古代東国史の研究」 埼玉新聞社
金井塚良一1980-11北 武蔵最大の前方後円墳 「鉄剣を出 した国」
金井塚良一1981-02前 方後円墳の消滅 歴史公論7-2
金井塚良一1982-02鉄 剣をめ ぐる古代の豪族 「日本史の舞台」1
金井塚良一1984-08『 稲荷山古墳出現前の古墳形成 「歴史への招待」31NHK同89-4
蕊 金井塚良一1986-02東 国の覇者「毛野国」と大王 「王権の争奪」
と 金井塚良一1987-Oc埼 玉将軍山古墳の性格 をめ ぐって 「埼玉の考古学」
金井塚良一1989-03「 古代東 国の原像」 新人物往来社
金井塚良一1989-09埼 玉将軍山古墳の馬 冑 歴史手帖17-9
金井塚良一1994-01人 物埴輪の伝播 と河内 「東国 と大和王権」 吉川弘文館
金井塚 他1978-12東 国文化の夜明け 「稲荷山古墳」 埼玉新聞社
金井塚 他1979-01一 一五文字は何 を語 るか 歴史読本 金井塚89-3
金井塚 他1979-04鉄 剣銘文 と北武蔵の古代氏族 東アジアの古代文化19金 井塚89-3
金井塚 他 ユ982-02「 シンポジウム 古代東国と大和政権」 新人物往来社
金井塚 他1988-09'謎 の五世紀 は見 えてきたか 歴史読本33-7金 井塚89-3
金井塚 他1988-Oi「 王賜」鉄剣銘文 と古代東国 東アジアの古代文化56金 井塚89-3
金関 恕1962-03大 和東大寺山古墳 出土銅製銀張二種 考古学雑誌47-4
金関 恕1962-1]東 大寺山古墳 の発掘調査 大和文化研究7-11
金関 恕1975-05卑 弥呼 と東大寺山古墳 「古代史発掘」6講 談社
金関 恕1986-09中 国 と弥生文化 「弥生文化の研究」9
加納 諸平1836-04「 紀伊国名所図会」
鎌 田 元一1984-01王 権 と部民制 「講座 日本歴史」1
亀井孝他編1963-12日 本語と文字 との接触 「日本語の歴史」2平 凡社
亀井 正道1979-07船 山古墳 と銀象嵌大刀MUSEUM340江 田80-f
亀井 正道1980-12船 山古墳の銀象嵌大刀 日本の中の朝鮮文化48
橿本 杜人1952-05石 上神宮の七支刀 とその銘文 朝鮮学報3橿 本80-1
櫃本 杜人1954-02石 上神宮の七支刀MUSEUM35
椎本 杜人1955-06古 墳時代の金石文 「日本考古学講座」5
橿本 杜人1958-03七 支刀 「日本歴史大辞典」9
椹本 杜人1960-05七 支刀 「アジア歴史辞典」4
櫃本 杜人1968-10七 支刀銘文再考 朝鮮学報49橿 本80-1
梅本 杜人1971-03彷 製鏡の火鐘銘 について 考古学雑誌56-3梅 本80一]
橿本 杜人1980-01「 朝鮮の考古学」 同朋舎
川井 石寿1989-12ワ ケ ・トモ考 歴史評論476
川口 勝康1975-07江 田船山古墳大刀銘'「 書の 日本史」1
8川 口 勝康1975-Oi七 支刀銘 「書の 日本史」1の
_川 口 勝康1975-07東 大寺山古樺太刀銘 「書の 日本史」1
川口 勝康1978-09瑞 刃刀 と大王号 の成立 .「 古代史論叢」上
川口 勝康1979-01五 世紀史 と金石文 「鉄剣の謎 と古代 日本」
川口 勝康1980-11鉄 剣銘の「意富比埆」は崇補記の「大毘古」か 国文学25-14
川口 勝康1981-11五 世紀の大王 と王統譜 を探る 「巨大古墳 と倭の五王」
川口 勝康1982-03四 世紀史 と王統譜 人文学報154
川口 勝康1982-04七 支刀 について 歴史公論77
川口 勝康1984-05石 上神宮の七支刀 歴史 と旅11-6
川口 勝康1987-09大 王の出現 「日本の社会史」3
川口 勝康1993-10刀 剣の賜与 とその銘文,「 岩波講座 日本通史」2
川戸 彰1988-10短 甲を語 る 「「王賜」銘鉄剣」 千葉 日報社
川戸 彰他1988-10古 代東国への光 「「王賜」銘鉄剣」 千葉 日報社
川西 宏幸1988-10「 古墳時代政治史序説」 塙書房
川西 宏幸1991-03彷 製鏡再考 古文化談叢24
川原 和人1980-04島 根県 ・岡田山1号 墳の横穴式石室構造 につい 古文化談叢7
て
川原 和人1984-04岡 田山1号 墳の石室構造について 島根考古学会誌1
川本 芳昭1992-05四 、五世紀の中国 と朝鮮 ・日本 「新版古代の日本」2
姜 斗興1987-IO稲 荷山鉄剣銘文の再検討 立命館文学503
菅 政友1907-11「 菅政友全集」 国書刊行会
元興寺文化1979-02稲 荷山古墳鉄剣銘文の発見 と出土鉄製品の保存 古代研究16
財研究所 処理
神田 秀夫1957-12古 事記に於ける仁徳 グループと継体グループ 共立女短大紀要1神 田59-5
神田 秀夫1959-05「 古事記の構造」 明治書院
神田 秀夫1979-02武 蔵の古代像おぼえが き 人文学会雑誌10-2・3
神田秀夫他1979-05五 、六世紀の日本 と稲荷山古墳 歴史公論5-5
菊水町教委1980-03「 菊水 町の文化財」(1)菊 水町教育委員会
菊水町教委1980-08清 原古墳群周陛調査概要 「江田船山古墳」
8菊 水町教委1982-03「 シンポジウム 江田船 山古墳」 菊水町教育委員会m菊 地康明他1982-02「 シンポジウム 古代東国と大和政権」 新人物往来社
木崎 愛吉1921-10「 大 日本金石史」1復 刻72-7
岸 俊男1978-10稲 荷山古墳出土鉄剣銘 の解読 毎 日新聞10-27岸80-12
岸 俊男1979-03稲 荷 山古墳鉄剣銘 との出会い 史窓余話1岸80-12
岸 俊男1979-09「 辛亥年金錯銘」の解読 「考古学の謎解き」
岸 俊男1979-05稲 荷 山古墳鉄剣銘の読 みについて 歴史公論5-5岸80-12
岸 俊男1979-06稲 荷山古墳出土鉄剣銘 のもつ意味 時事教養 特集3岸80-12
岸 俊男 ユ979-Oi古 代 に夢 をはせる ・DAIDONEWS75
岸 俊男1979-09稲 荷山鉄剣銘発見 から一年 毎日新聞9-21岸80-12
岸 俊男1979-12聖 徳太子 と古代刀剣 歴史 と人物 ユ00岸80-12
岸 俊男1979-12最 新の古代史料 と吉備 「古代吉備国論争」下
岸 俊男1980-02「 遺跡 ・遺物 と古代史学」 吉川弘文館
岸 俊男1980-05万 葉歌からみた新 しい遺物 ・遺跡 「日本古代 の国家 と宗 岸88-12
教」上
岸 俊男1980-11辛 亥年在銘鉄剣の価値 けんちょう175
岸 俊男1980-12万 葉集巻頭歌 と雄略天皇 歴史と人物113
岸 俊男1982-12稲 荷山鉄剣銘補考 歴史 と人物140岸84-5
岸 俊男1983-Ol古 代の画期雄略朝 毎 日新聞1-5
岸 俊男1983-03古 代刀剣銘 と辛亥銘鉄剣 「シンポ ジウム辛亥銘
鉄剣 と金石文」
岸 俊男1984-05稲 荷山古墳の鉄剣 歴史 と旅11-6
岸 俊男1984-05画 期 としての雄略朝 「日本政治社会史研究」
上
岸 俊男1984-05「 古代宮都 の探求」 塙書房
岸 俊男1984-06「 額田部臣」と出雲庄 歴史 と人物161
岸 俊男1984-09記 紀研究 と考古学 国文学29-11
岸 俊男1984-12古 代刀剣銘 と稲荷 山鉄剣銘 「橿原 考古学研究所論 岸88-12
集」6
岸 俊男1985-06「 額田部臣」と倭屯田 「末永 米寿論文集」坤
£ 岸 俊男1985-12古 代学序説 「古代学への招待」
ご 岸 俊男1991-07「 古代史か らみた万葉歌」 学生社
岸 俊男1992-11稲 荷 山古墳 「日本史大事典」1
岸 俊男1992-11岡 田山古墳 「日本史大事典」1
岸 俊男他1971-09謎 は どう解明されるか 歴史 と人物89
岸 俊男他1979-01鉄 剣 の謎 と古代 日本 「鉄剣の謎 と古代 日本」
木田章義他1992-09漢 字が入って きたころ しにか3-9
喜田 貞吉1919-01石 上神宮 の神宝七枝刀 民族 と歴史1-1著 作集1
北野 耕平1980-05金 象嵌竜文大刀 「日本古代 の国家 と宗
教」上
北村 文治1982-04四 世紀の 日本.歴 史公論77
鬼頭 清明1979-01鉄 剣が語 る古代史の真実 文化評論213鬼 頭94-5
鬼頭 清 明1990-02上 毛野 ・下毛野氏の系譜伝承 と氏の構造 東洋大院紀要26
鬼頭 清 明1990-05古 墳 と漢字 歴史地理教育457
鬼頭 清 明1991-02ヤ マ トタケル とワカタケル大王 東洋大院紀要 文28
鬼頭 清明1992-0?ワ カタケル大王の斯鬼宮 「新版古代 の日本」5
鬼頭 清明1993-10六 世紀までの日本列島 「岩波講座 日本通史」2
鬼頭 清明1994-05「 大和朝廷 と東アジア」 吉川弘文館
木下 礼仁1979-01鉄 剣銘文字に見る朝鮮 との関係 「鉄剣 の謎 と古代 日本」木下93-10
木下 礼仁1981-03稲 荷山鉄剣銘 と古代朝鮮文字 「日本歴史展望」1木 下93-10
木下 礼仁1984-06箕 谷二号墳 出土の鉄刀銘 をめぐって 神戸新聞6-2木 下93-10
木下 礼仁1993-10「 日本書紀 と古代朝鮮」 塙書房
木村 徳国1979-02「 古代建築のイメージ」NHKブ ックス
金 元竜1978-10稲 荷山古墳有銘鉄剣のナ ゾ、雄略天皇説には疑 毎 日新聞10-13
問
金 思11979-04鉄 剣銘を朝鮮語で読めば 文芸春秋57-9
金 銀亨1964-05,三 韓 ・三国の日本列島内の分国について 歴史評論165,168,
8,9169
金 銀亨1967-04日 本船山古墳出土の大刀銘 について 朝鮮学術通報6-2
金 銀亨1967-08船 山古墳の刀剣の銘文 について 歴史地理教育135
£ 金 銀亨1969-10「 古代朝 日関係史」 勤草書房e
金 銀亨1974-11三 韓三国の 日本列島内分国について 「古代 日本 と朝鮮 の基
本問題」
金 廷鶴1977-10日 本の歴史 別巻 「任那 と日本」 小学館
金 廷鶴1981-05「 百済と倭国」 六典出版
椚 国男1980-08武 蔵国の成立 多摩のあゆみ20
久保 常晴1967-10「 日本私年号の研究」 吉川弘文館
久保 哲三1987-01隅 田八幡宮人物画像鏡 「日本大百科全書」13
窪 田 蔵郎1973-05「 鉄の考古学」 雄山閣出版 改定版87-1i
隈 昭志1979-02江 田船山古墳 「世界考古学事典」上
限 昭志1981-ll江 田船山古墳 「探 訪 日本 の古墳」西
日本編
熊谷 公男1986-09古 代国家 と氏族 「古代史研究の最前線」
1
熊本県1918-12「 熊本県史蹟調査報告」1熊 本県教育会
熊本県1925-05「 熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告」1熊 本県 ・熊本県教育会
熊本県教委1954「 熊本県内の重要文化財史跡名勝天然記念物概 熊本県教育委員会
要」
熊本県教委1978-03「 菊池川流域文化財調査報告書」 熊本県教育委員会
熊本県教委1986-03「 江田船山古墳」 熊本県教育委員会
熊本 日日新1958-09「 熊本の歴史」1熊 本 日日新聞社
聞社
蔵中 進1975-03"カ フチ"考 「島田勇雄先生退官記
念 ことばの論文集」
蔵中 進1993-09国 書 「倭漢比較文学叢書」10
栗原 薫1982-02隅 田八幡鐘銘 と元興寺縁起の紀年 について 史　 と美術52-2
栗原 薫1985-03「 隅田八幡鐘銘 と元興寺縁起の紀年 について」の 史　 と美術55-3
補足
栗原 朋信1965-04日 本か ら階へ贈った国書 日本歴史203栗 原88-9
栗原 朋信1966-05七 支刀銘文についての一解釈 日本歴史216栗 原88-9
雷 栗原 朋信1970-04「 七支刀」の銘文 よりみた日本 と百済 ・東晋の関 歴史教育18-4栗 原88-9
ε 係
栗原 朋信1978-03『 書紀』神功 ・応神紀の「貴国」の解釈か らみた 「古代東アジア史論集」栗原88-9
日本 と百済の関係 下
栗原 朋信1988-09「 上代 日本対外関係の研究」 吉川弘文館
栗原 治夫1973-04大 和 ・飛鳥 ・奈良 「書道芸術」別4中 央公論社
栗原 文蔵1975-08さ きたま古墳群の問題点 考古学 ジャーナル112
栗原 文蔵1980-05稲 荷 山古墳の鉄剣銘文 歴史読本25-6
栗原文蔵他1974-05稲 荷 山古墳 ・丸基山古墳周堀発掘調査概要 資料館報5
栗原文蔵他1979-01,シ ンポジウム稲荷山古墳出土鉄剣銘をめ ぐって 国学院大学学報234,
2'236
車崎 正彦1993-05倭 鏡 の作者 季刊考古学43
黒川 真道1902-07日 本古代象嵌考 考古界2-2
黒川 真道1915-06本 邦金石文に関する書籍 に就 きて 考古学雑誌5-12
黒川 真頼1898-10本 邦金属器志 国華109全 集3
桑原 憲彰1988-04熊 本県江 田船 山古墳 日本考古学年報39
桑原 憲彰1989-03熊 本県江田船山古墳 「復刻増補 江田船山古 菊水町89-3
墳」
小泉 玲子1993-03関 東 出土埴輪の線刻 について 史観128
高 寛敏1989-10百 済近仇首王の対倭外交 朝鮮学報133
神野志隆光1986-06「 古事記の世界観」 吉川弘文館
小久保 徹1986』 埼玉古墳群の概況 「さきたま古墳群」 埼玉新聞社
小島 憲之1979-02素 人の考古学 毎 日新聞
小島 憲之1979-05文 字 の揺れ 文学47-5小 島86-9
小谷 博泰1982-05文 書 ・金石文の語彙 「日本語の語彙」3小 谷86-11
小谷 博泰1983-03墓 誌 および鉄剣銘の文章 古代文学22小 谷86-11
小谷 博泰1986-ll「 木簡 と宣命 の国語学的研究」 和泉書院
後藤 守一1926-04漢 式鏡 「日本考古学大系」1
後藤 守一1928-09原 始時代の武器 と武装 「考古学講座」6
後藤 寺一1941-03上 古時代の天冠 史潮10-3・4後 藤42-4
8後 藤 守一1942-04「 日本古代文化研究」 河出書房0後 藤 守一1942-06人 物画像鏡 「古鏡聚英」上 大塚巧芸社
小林 三郎1979-05画 文帯神獣鏡 と稲荷山古墳 歴史読本24-6
小林 三郎1983-04古 墳時代倣翼鏡の鏡式について 明大人文研紀要21
小林 三郎1985-05古 墳副葬鏡の歴史的意義 「論集 日本原史」
小林 三郎1989-09稲 荷 山古墳 「日本古墳大辞典」
小林 敏男1994-04「 古代天皇制の基礎的研究」 校倉書房
小林 行雄1959-06船 山古墳 「図解考古学辞典」 東京創元社
小林 行雄1959-06稲 荷 山古墳 「図解考古学辞典」 東京創元社
小林 行雄1962-04古 墳文化の形成 「岩波講座 日本歴史」1小 林76-7
小林 行雄1962-09「 古代の技術」 塙書房
小林 行雄1964-11「 続古代の技術」 塙書房
小林 行雄1965-11「 古鏡」 学生社
小林 行雄1966-01倭 の五王の時代 「日本書紀研究」2小 林76-7
小林 行雄1976-07「 古墳文化論考」 平凡社
小林 行雄1992-11埼 玉稲荷 山古墳 日本史大事典1
駒井 和愛1963-02文 献 と金石文 「世界考古学大系」16
駒井 和愛1970-03隅 田八幡画像鏡 の年代 とその銘文 古代53
駒井 和愛1970-09隅 田八幡蔵画像鏡考 東方学40
埼 玉 県・1987-03「 新編 埼玉県史」通史編1・ 埼玉県
埼玉県教委1969-03「 稲荷山古墳発掘概報」 埼玉県教育委員会
埼玉県教委1980-11「 埼玉 稲荷 山古墳」 埼玉県教育委員会
埼玉県教委1982-03「 埼玉稲荷山古墳 辛亥銘鉄剣修理報告書」 埼玉県教育委員会
埼玉県史編1983-03「 シンポジウム辛亥銘鉄剣 と金石文」 埼玉県史刊行協力会
纂室
埼玉県史編1986-0?「 埼玉県古式古墳調査報告書」 埼玉県史編纂室
纂室
埼玉県立博1991-10「 さいたまの名宝」 埼玉県立博物館
埼玉県立博1992-06稲 荷 山古墳出土の辛亥銘鉄剣 展示解説47
埼玉 さきた1974-05稲 荷 山古墳 ・丸基山古墳馬堀発掘調査概要 資料館報5
8ま 資料館
1ご 埼玉さきた1976-03「 埼玉古墳群 とその周辺」 埼玉県立 さきたま資料
ま資料館 館
埼玉さきた1985-03「 稲荷山古墳」 埼玉県教育委員会
ま資料館
埼玉新聞社1978-12「 稲荷山古墳」 埼玉新聞社
斉藤 国夫1984-08埼 玉古墳群 をめ ぐる諸問題 「原始古代社会研究」6
斎藤 忠1962-12江 田船山古墳 「日本考古学辞典」
斎藤 忠1970-Ol人 物画像鏡 「原色 日本 の美術」1
斎藤 忠1978-09辛 亥年鎗金象嵌鉄剣 の発見に寄せて 毎 日新聞
斎藤 忠1979-01稲 荷山古墳 と鉄剣 歴史と人物89
斎藤 忠1979-0]埼 玉県稲荷山古墳 と出土 した鉄剣について 馳 学士会会報742
斎藤 忠1979-02鉄 剣はどのように発掘 されたか 「鉄剣文字は語る」
斎藤 忠1979-03稲 荷山古墳 と出土の金象嵌銘鉄剣 歴史と地理282
斎藤 忠1979-05稲 荷山古墳の被葬者について 歴史公論5-5
斎藤 忠1980-06稲 荷山古墳 とはどんな古墳 か 「稲荷 山古墳 と埼玉古
墳群」
斎藤 忠1980-06有 銘鉄剣の発見 と問題点 ・ 「稲荷 山古墳 と埼 玉古
墳群」
斎藤 忠1980-06日 本考古学および古代史上における稲荷山古墳 「稲荷 山古墳 と埼 玉古
の問題点 墳群」
斎藤 忠1983-07「 古代朝鮮 ・日本金石文資料集成」1吉 川弘文館
斎藤 忠1991-06船 山古墳 「国史大辞典」12
斎藤 忠1993-12「 日本考古学史年表」 学生社
斎藤 忠他1978-12東 国文化の夜明け 「稲荷山古墳」
斎藤 忠他1979-01鉄 剣の謎 と古代 日本 「鉄剣の謎 と古代 日本」
斎藤 忠他1980-06「 稲荷山古墳 と埼玉古墳群」 三一書房
佐伯 有清1975-12七 支刀の銘文 北海道新聞12-2
佐伯 有清1976-0]七 支刀銘文 の問題点 北海道新聞1-13佐 伯77-9
8佐 伯 有清1976-02七 支刀の銘文 を読む 別冊週刊読売2
ε 佐伯 有清1976-03「 供供」の謎 を解 く ・ 歴史書通信12佐 伯77-9
佐伯 有清1976-03,ひ きがえる と七支刀 歴史地理教育248,9
4
佐伯 有清1976-09七 支刀銘文 その後 北海道新 聞4-15
佐伯 有清1977-04「 七支刀 と広開土王碑」 吉川弘文館
佐伯 有清1978-09ワ ケからオ ミへ 東京新聞9-27
佐伯 有清1978-09古 代の日本 と朝鮮の政治関係 歴史公論4-9
佐伯 有清1978-10稲 荷山古墳鉄剣銘文への私見 東京新聞10-29
佐伯 有清1979-01』 鉄剣銘文にみえる称号 「鉄剣の謎 と古代 日本」
佐伯 有清1979-01臣 か直か 歴史 と人物89
佐伯 有清1979-04稲 荷山鉄剣の「左治天下」 吉川弘文館の新刊7
佐伯 有清1979-09鉄 剣銘 と武蔵国の古代氏族 ・ 東アジアの古代文化19
佐伯 有清1979-05古 代氏族の系譜'歴 史公論5-5
佐伯 有清1981-03江 田船山古墳 出土大刀の銘文 「東 アジア世界 におけ 佐伯86-11
る日本古代史講座」3
佐伯 有清1988-02雄 略朝の歴史的位置 「雄略天皇 とその時代」吉川弘文館
佐伯有清他1979-05五 、六世紀の 日本 と稲荷山古墳 歴史公論5-5
早乙女雅博:1990-02朝 鮮半島出土の有銘環頭大刀MUSEUM467
他
坂名井 深1979-04「 稲荷山古墳鉄剣銘百十五文字の謎」 罹書房
坂名井 深1981-08「 古代文字の謎」 原生林
坂本 和俊1981-05埼 玉の前方後円墳 歴史手帖9-5
坂元 義種1971-09倭 の五王の時代 歴史 と人物89
坂元 義種1978-12「 古代東アジアの 日本 と朝鮮」 吉川弘文館
坂元 義種1980-01文 字のある考古学史料の諸問題 「ゼ ミナール 日本古 代
史」下
坂元 義種1991-11隅 田八幡神社 「古代 日本金石文 の謎」
坂元 義種1992-03七 支刀銘文の釈文 京 都府 大女 短 大 国語
報告16
£ 佐々木 稔1981-11銘 文鉄剣の材質 と製法 月刊百科229W佐 々木 稔1982-01七 支刀 と百練鉄 鉄 と鋼68-1
佐々木 稔1984-08鉄 剣のさびの中の銅 とカルシウム 「歴史への招待」31NHK同89-4
笹山 晴生1988-09古 代の鉄剣銘 「国史大辞典」9
笹山晴生他1971-09謎 はどう解明されるか 歴史 と人物89
佐藤 興治1974-11七 支刀研究の略史 日本美術工芸434
佐藤 治郎1979-09戦 後の古代史研究の成果 を否定できるのか 歴史評論353
佐藤 文正1980-11稲 荷 山古墳鉄剣銘は太(多)氏 の ものか 神道学107
塩野 博1980-08荒 川流域(北 武蔵)の 古墳 多摩のあゆみ20
塩野 博1980-11埼 玉古墳群 とその周辺 「鉄剣 を出 した国」
塩野 博1984-03埼 玉県の古式古墳 埼玉県史研究13
志田 諄一1988-07「 王賜」銘鉄剣について 東アジアの古代文化56
志田 諄一1989-Ol稲 荷台1号 墳 出土の鉄剣銘 に寄せて 常総の歴史3
篠川 賢1988-02鉄 刀銘の世界 「雄略天皇 とその時代」
横川 賢1990-12部 民制 とは何 か 「争点 日本の歴史」2
高辻 義徳1979-04稲 荷 山鉄剣 は何 を証明 したか 東アジアの古代文化19
島根県教委1987-03「 出雲岡田山古墳」 .島 根県教育委員会
島根風土記1985-09「 銘文入大刀 の世界」 島根県立風土記の丘資
丘資料館 料館
島根風土記1986-04「 島根県立 八雲立つ風土記の丘」 島根県立風土記の丘資
丘資料館 料館
白井久美子1989-09房 総 の古墳時代研究 と稲荷台一号墳 千葉史学15
白石太一郎1979-08近 畿 における古墳 の年代 考古学 ジャーナル164
白石太一郎1985-11年 代決定論(二)「 岩波 日本考古学」1
白石太一郎1986-02古 墳時代 「図説 発掘が語る 日本
史」2
白石太一郎1989-09考 古学からみた「ヤマ ト王権 と東国」 千葉史学15
白石太一郎1993-01江 田船山古墳 に眠る火の国の王 「第3期 九州歴 史大 学
講座」4
白石太一郎1988-10古 代東国への光 「「王賜」銘鉄剣」 千葉 日報社
て3他
ら
_白 木原和美1980-08船 山古墳の出土鏡について 「江田船山古墳」
白木原和美1991-05船 山古墳 「図説西 日本古墳総覧」
新 日鉄製鉄1982-09「 稲荷 山鉄剣」表面錆の解析MUSEUM378
史研究会
神保 公子1973-06七 支刀研究の歩み 日本歴史301
神保 公子1975-ll七 支刀の解釈 をめ ぐって 史学雑誌84-ll
神保(渡 辺)1981-03七 支刀銘文の解釈 をめ ぐって 「東 アジア世界 におけ
公子 る日本古代史講座」3
末永 雅雄1941-03「 大和上代の武器」 弘文堂
末永 雅雄1979-01稲 荷山剣 と杖刀人 毎 日新聞1-19著 作集2
末永 雅雄1979-01古 代刀剣身の銘文 と装飾 歴史 と人物89著 作集4
菅谷 浩之1980-11北 武蔵 と上毛野の古墳 「鉄剣 を出した国」
菅谷 浩之1984北 武蔵における古式古墳の成立 児玉町教育委員会
菅谷 文則1985-02古 墳の実年代 季刊考古学10
杉崎 茂樹1991-05古 墳時代の北武蔵における有力首長層の動態 「古代探叢」3
杉崎 茂樹1992-03北 武蔵における古墳時代後 ・終末期の諸様相 歴博 研究報告44
杉原 和雄1967-09京 都府与謝郡岩滝町丸山古墳発掘調査 に参加 し 史想13
て
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